
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

第２32 号 

平成 30 年 7 月 1 日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだより 

 ７月７日は七夕です。もとは｢棚機(ﾀﾅﾊﾞﾀ)｣という禊ぎの行事で，この日に織った着物を棚に供え，穢れを祓い

ました。棚機とは織り機のことなのです。その後五節句の行事として，禊ぎの他，女児は技芸の上達を，男児は

字がうまくなるよう祈願しました。昔はサトイモの葉にたまった夜露を｢天の川のしずく｣と言い，その露で墨を

すり，短冊に願い事を書いたとのこと。風流で気長な情景が浮かびます。現在は，様々な色紙に願い事を書き，

笹竹に吊るして家の軒先に飾られました。今回の市史講座では，このような町家の原風景も飛び出すかも…！ 

 さて，いよいよ 15 日は市史講座です。みなさんの多数のご参加をお待ちしております。 

 
『新修 小松市史 資料編 15 建築』 発売中 
 

第３章「町家建築」では旧小松町 27 軒を紹介 
 
特別価格 4,000 円(税込)〈平成 30 年４月～12 月〉 

   定価 5,200 円(税込)〈平成 31 年１月～〉 

 

付録DVD 

 中心市街地は，呉服店や絹織物問屋，畳表問屋などの

商家が建ち並ぶが，昭和５・7年の大火で町はほぼ全焼，

写真の本村家(龍助町)は，元は大野紋次宅で，昭和 8 年

に主家と石蔵を再建。56年に本村家が購入，改築した。

間取りは一列三段型，ミセ，オエ，ザシキと続く。オエ

が半分のみ吹き抜けとなる点が特徴的である。 

『新修 小松市史』と大文字町の伝建調査から本市の 

特徴ある町家を紹介します。 

 



＜事務局 6 月の活動状況＞ 

・６月２・５日  教育関係(忠谷家文書)資料調査 

・６月 ７日(木) 教育関係資料調査(市役所) 

・６月９～21日  社会教育関係資料調査 

・６月９・28日  教育関係(町会会議録)資料調査 

・６月 10日(日) 教育部会 

・６月 21・28 日 社会福祉協議会関係資料調査 

・６月 22～24 日 ボーリングコア地質調査 

・６月 23日(土) 中世陶磁器資料調査(市埋文ｾﾝﾀｰ) 

・６月 24日(日) 考古部会 

・６月 28日(木) 小松市史編さん･編集合同委員会 

・６月 28日(木) 近現代部会 

・６月 28・29 日 財政史料(町会会議録)調査 

 

 
＜7月のカレンダー＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『新修 小松市史 資料編 15 建築』から 

料亭 ｢長沖｣  金剛 

 料亭｢長沖｣は，明治末期に，浜茶屋として創業しま

した。「金剛」は主屋東側に建つ平屋建の建物であり，

安宅の北前船主である松村家の離れを，二代栄次郎が

昭和 21 年(1946)に買い取り移築しました。昭和初期

に建てられ，３室続きの座敷で，壁は朱壁，軸部には

良質の檜を使用し，格式高い書院座敷として整えられ

ている。 

祝・日本遺産認定 

 ５月 24日に，日本遺産『荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前船寄港地・船主集落～』に小松市を

含む 27市町が追加認定されました。昨年認定された 11市町と合わせ，北前船寄港地・船主集落は 38 市町に

拡大しました。小松市は9 件評価され，国登録有形文化財で，明治末期創業の老舗料亭「長沖」所有の離れ座敷

｢金剛｣の他，廻船問屋・沖家・豪商・瀬戸家の邸宅，安宅まつり，安宅住吉神社などが含まれます。 

＜事務局 7 月の活動予定＞ 

・７月 ４日(水) 忠谷家文書・美術作品調査 

・７月 15日(日) 市史講座 

・７月 26日(木) 通史部会 

 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL  http://www.city.komatsu.lg.jp/shishihensan/index.html 

 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

1     2     3     4     5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31     

 は小松市史編纂事務局が閉室しています。 

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 ・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

『安宅湊と北前船』 

梯川の河口に位置する安宅町は，江戸期から明治期

にかけて，南加賀北域の寄港地として繁栄しました。

安宅の港町にもたらされた商品や，積み出された品は

加賀三湖を結ぶ舟運を通して，小松町や能美郡の

村々，さらには江沼郡の北域にまで広く流通し，地域

経済を支えました。 

北前船模型(左)・｢金剛｣外観(右) 
(『新修 小松市史 水運・建築編』より) 

mailto:hensansitu@city.komatsu.lg.jp

